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Zoobiquity SymposiumZoobiquity Symposium
種を越えて学ぶ、健康のかたち種を越えて学ぶ、健康のかたち

汎　動　物　学

2026年

9：00～18：00
（受付開始 8：30～）

https://www.omu.ac.jp/about/campus/access/

獣医学研究科はズービキティシンポジウム（Zoobiquity Symposium）
を開催いたします。ズービキティとは、ヒトと動物の病気を別々に捉え
るのではなく、その共通性と多様性から生命現象や疾病の本質を理解
しようとする取り組みです。獣医学と医学を統合し、「種の壁」を超え
て健康と疾病を探求する学問として世界的な広がりをみせています。
本シンポジウムでは、ズービキティの提唱者である Barbara Natterson-
Horowitz 先生や国内でワンヘルスの実践に取り組む研究者による
講演を行います。また、大学院生・大学生・高校生による研究活動発表
を予定しており、分野や世代の枠を越えた活発な議論を通じて、これ
からの生命科学・医療・獣医療のあり方について考えます。
研究者、教育関係者、学生の皆さまをはじめ、ズービキティやワンヘルスに
関心をお持ちの方々のご参加を心よりお待ちしております。

10月11日（日）
大阪府大阪市城東区森之宮2丁目1番132号 参加費無料
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森之宮キャンパス
3階 講堂大阪公立大学

Osaka Metropolitan University

獣医学研究科  教授  嶋田 照雅　 tel. 072-463-5056　e-mail. terumasa@omu.ac.jpContact

イベント内容

教育講演①
Alphafold2 を利用した種間タンパク質構造比較基盤の構築
西山 和宏（大阪公立大学）

教育講演②
ヒトと動物に共通する脳と心の科学：神経内分泌学の立場から
河田 光博（京都岡本記念病院 教育センター／京都府立医科大学 名誉教授）

基調講演
Barbara Natterson-Horowitz 先生（カルフォルニア大学）

活動・研究紹介
大阪府立大手前高等学校／大阪府立農芸高等学校／
大阪公立大学学生

昼食（獣医学部紹介）

対 象
高校生、大学生、大学院生、
教育機関の教員など

200名定 員

2026年9月30日（水）申込締切

会場内では、獣医学部の紹介も実施いたします 大阪公立大学大学院獣医学研究科大阪公立大学大学院獣医学研究科

主催・後援等

参加登録フォーム

https://form.run/@tasp-XCJbNJ7m8xKxg9PNdVQf

関連動画
昨年度のシンポジウム動画

OMU開学5年目記念イベントOMU開学5年目記念イベント




